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ニッポン全国物産展準備の流れ 参考資料

主な動き 確認する事柄

出展商品内容確認・決定

アルバイト・マネキン手配
マニュアルP40

搬入物確認・ヤマト運輸手配
マニュアルP17～

売上目標設定

販売方法・内容確認

搬出物管理

売上報告書提出

会期終了後提出物提出
（様式9⑧～⑨は酒類販売する場合のみ提出）

出展社決定9月中旬

出展マニュアルの公開
9月下旬

様式9⑧～⑨
締切り

会場準備 11/21

会期 11/22～24

小間割り決定

ポスター・DM等
配布予定

出展社バッジ・搬入出車両証
配布予定

必要備品検討・確認
マニュアルP4～

宿泊先検討・手配(1～2ヶ月前手配）
マニュアルP41

裸火危険物対象物確認
マニュアルP13～

酒類販売に関し税務署届出対象物確認
マニュアルP53～

提出書類提出
（様式9①～⑦は酒類販売する場合のみ提出）

保健所申請
マニュアルP43～

様式1、2、7、8
締切り

9/30 提出書類

12/6 提出書類

様式3、4、5、6、9①～⑦
締切り

10/7 提出書類



様式番号 必 提出期間 様式 備考
マニュアル
参照ページ

様式1
★

（食品）
9/30(月) 出展特産品申請書(食品) P2

様式2
★

（非食品）
9/30(月) 出展特産品申請書(非食品) P2

様式3 ★ 10/7(月)
基本設備
・オプションレンタル備品申込書
レイアウト図

基本設備（3-1）
レイアウト図（3-2）

P4

様式4 ★ 10/7(月) 電気容量申込書 P11

様式5 ★ 10/7(月) 危険物持ち込み申請書 P13

様式6 ★ 10/7(月) 搬入　・　搬出申込書 P17

様式7 ★ 9/30(月) 出展特産品申請書

・食品（7-1）
※原材料名、加工地を含む

　食品表示（一括表示）の送付
※原材料名、加工地を含む

　食品表示（一括表示）の送付

・非食品（7-2）

P2
P43～

様式8 9/30(月) 出展商品PRポイントシート

10/7(月)

事後 12/6(金)

◆注意事項

★　　印は必ずご提出ください

P53

提出様式一覧

様式9
酒類販売申請書①～⑨
※①～⑨以外に資格証明書交付申請書
又は酒類小売業免許のコピーが必要となります

事前（①～⑦）・
事後（⑧⑨）申請あり



出展特産品申請書 様式１（食品）

1 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

2 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

3 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

4 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

5 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

6 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

7 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

8 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

9 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

10 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

11 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

12 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

13 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

14 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

15 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

16 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

17 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

18 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

19 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

20 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

21 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

22 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

23 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

24 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

25 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

26 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

27 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

28 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

29 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

30 /日 /日 常温･ 冷蔵･ 冷凍

◆注意事項
① 用紙が足りない場合にはデータを複製し、ナンバーをふってください。
② 様式１及び様式7-1は保健所への申請資料となります。記入漏れの無いようにお願いします。
③ 上記にない商品については会場で販売することができません。予めご了承ください。
④ 試飲試食もしくは販売予定数量は目安で結構です。
⑤ 商品毎の売上目標金額を設定してください。

月

合計

提出日9月30日（月）

予定数
量/日

加熱調理
有無

現地調理
有無

提出期限

販売

出　　展　　特　　産　　品　一　覧

ふりがな

目標金
額/日

調理提供方法

都道府県名 出展社名

№ 商品名

日

試飲
試食

保管方法

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



出展特産品申請書 様式２（非食品）

月

NO.

1 /日 /日

2 /日 /日

3 /日 /日

4 /日 /日

5 /日 /日

6 /日 /日

7 /日 /日

8 /日 /日

9 /日 /日

10 /日 /日

11 /日 /日

12 /日 /日

13 /日 /日

14 /日 /日

15 /日 /日

16 /日 /日

17 /日 /日

18 /日 /日

19 /日 /日

20 /日 /日

21 /日 /日

22 /日 /日

23 /日 /日

24 /日 /日

25 /日 /日

26 /日 /日

27 /日 /日

28 /日 /日

29 /日 /日

30 /日 /日

◆注意事項

① 用紙が足りない場合にはデータを複製し、ナンバーをふってください。
② 様式2及び様式7-2は全ての商品について記入してください。
③ 上記にない商品については会場で販売することができません。予めご了承ください。
④ 商品毎の売上目標金額を設定してください。

9月30日（月）提出期限 日提出日

出展社名
ふりがな

出　　展　　特　　産　　品

目標金額/日予定販売個数/日特産品名

都道府県名

合計 0 0備　　考

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



基本設備・オプションレンタル備品申込書 様式３-１

出展マニュアル５～１０ページにある　　マークのついた中からどれか一台お選びください。

 ようかん棒 ・

◆オプションレンタル備品　※出展マニュアル５～１０ページをご参照のうえご記入ください。

◆備品（什器・電気製品）を持ち込む場合は下記にご記入ください。

W H D

W H D

W H D

W H D

◆オプションレンタル備品にかかる経費のお支払いについて

① 会期終了後、ご請求書を送付いたします。
② レンタル希望品として記入いただいたものについては、後日金額をお知らせします。

ご用意が難しい場合もございますのでご了承ください。

備品名称

提出期限 提出日 日

都道府県名

ふりがな

合計（税込） 備　　　　　考数量

■基本備品

レンタル品名称

レンタル品名称

出展社名

品番 単価(税込）

※平台を選択した場合は１００Ｖ、１ｋＷ幹線工事、コンセント1ヶが支給されます。
どちらかに☑をつけてください

１０文字を超えると、文字
が小さくなる場合がありま
す。

品番

什器分幹線工事、コンセント含む

備　　　　考

平台を選択した方はようかん棒の要、不要チェックを入れてください。

月

出展社名表示プレート内容（掲示を希望する屋号・会社名など）

10月7日（月）

店名表示プレート内容

合　　計

使用用途大きさ　W（幅）×H（高さ）×D（奥行き） W数（使用電力） 備　　考

基

必要 不要

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



レイアウト図 様式３－２

都道府県名 出展社名
ふりがな

日提出日

以下の凡例より記号を選んで図中に記入してください。

10月7日（月）提出期限 月

200Vコンセント

三相・単相の種別、電気容量を記載

100Vコンセント

使用容量を記載

ハロゲンスポット100Ｗ

冷凍・冷蔵コールドテーブル

CT-FR120,180

冷蔵コールドテーブル

CT-R120,180

冷凍コールドテーブル

基

平型冷凍オープンケース

SCR-ES5000R,ES6000R

基

平型冷蔵オープンケース

SKM-480,580,680

基

冷蔵対面ケース

TSA-090,120,150,180

基

ヒナ段冷蔵

オープンケース

SAR-ES90KR

基

冷蔵対面ケース

TSA-090,120,150,180

基

平台 S-87-1500,1800

ようかん棒

基

通路面

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



電気容量申込書 様式４

月 日

・

※５００Ｗ単位の申込は０．５で記入してください。

※￥４，９５０/０．５ｋｗとなります。

※５００Ｗ単位の申込は０．５で記入してください。

※￥５，５００/０．５ｋｗとなります。

１００Ｖ・２００Ｖ合計（Ⓐ＋Ⓑ）

※基本備品分の幹線工事、コンセントについてのお申込は不要です。

※様式３「基本備品オプションレンタル備品申込書」にてコンセントの申込が必要です。

※コンセント金額は１００Vで￥３，３００/個、２００Vで￥８，８６０/個となります。
※コンセントは終夜通電です。

￥

提出期限 10月7日（月） 提出日

　２００V幹線工事　　５００Ｗ毎の申込になります

KW 申込みます

都道府県名

　１００V幹線工事　　５００Ｗ毎の申込になります

出展社名
ふりがな

追加幹線工事を

￥

Ⓐ

Ⓑ

申し込みません

KW 申込みます ￥

申し込みます

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



危険物持ち込み申請書 様式５

・

No.

1 w

2 w

3 w

4 w

5 w

本

本

◆注意事項

① 申請の際には使用場所がわかるよう図面に明示してください。

② 危険物を持ち込む場合には必ず消火器を設置してください。（10号2単位以上）

③ 危険物を持ち込む場合は、カタログまたは仕様書を必ず添付してください。

④ 危険物については出展マニュアルP13～P15をご覧ください。

⑤ アルコール入り消毒スプレー60％以上の物については危険物とみなします。

都道府県名 出展社名
ふりがな

裸　火　に　該　当　す　る　使　用　機　器　・　目　的　等

調理実演用：３日合計

製品名 メーカー名

（注１）濃度60％以上のアルコール消毒液は申請が必要です。

提出期限 10月7日（月）

危険物の持ち込みが

日提出日 月

消火器の設置本数 本

その他：１日合計 （　 g／　 ml 入り）

そ　の　他　危　険　物　の　持　ち　込　み

品　　名

適用 持ち込み量 使用器具名

ﾘｯﾄﾙ

ﾘｯﾄﾙ

持ち込み容器仕様内　容　量

本数内　容　量 持ち込み容器仕様

％入り

品　　名

アルコール入り消毒スプレー（注１）：３日合計

仕様容器

あります ありません

食　用　油　の　持　ち　込　み

消　毒　ス　プ　レ　ー　の　持　ち　込　み

使用目的電気容量形式承認番号 台数

展示・販売用：３日合計

ﾘｯﾄﾙ

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



搬入・搬出申込書 様式６

①ヤマト運輸(株)での宅急便発送個数（予定）　※ヤマト運輸以外の宅配便業者で発送する分は含めないでください。

◆注意事項 ※ 上記の搬入個数を元に「物産展専用シール（赤色）」を送付します。

②ヤマト運輸(株)以外（ペリカン便・佐川急便　等）での宅急便発送個数（予定）

②自社便（他業社）等車輌にて搬入出

◆注意事項

※ 乗用車・ワゴン車（2.1m以上）車輌のみ「搬出入許可証」を送付します。

※ 乗用車・ワゴン車（2.1m未満）につきましては、地下2Fの一般駐車場をご利用ください。

前
日
搬
入

会
期
中
搬
入

クール便

車　　種

通常便

搬入業社名

車　　種台数

11月22日

会
期
後
搬
出

クール便

宅急便名

通常便

都道府県名

●会期前搬入
搬入合計11月22日 11月24日11月23日

●会期中搬入（追送）

出展社名

搬出業社名

搬入業社名

提出期限 10月7日（月）
ふりがな

日提出日 月

●会期中搬入（追送）

搬入合計11月24日
●会期前搬入

11月23日

車輌台数

24日

車　　種

22日 23日

台数

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



出展特産品申請書 様式７-１（食品）

月

□ □ なし □ □ なし

□ □ なし □ □ なし

）

□ □ □

右記いづれかに☑をしてください。

ありの場合のみ右記に☑をしてください。

（注１）特定原料及び特定原料に準ずる推奨品目については、出展マニュアルP50を参照してください。

◆注意事項

① 全ての商品について記入が必要です。製品毎に複製を作成し記入してください。

※出力の際は必要なページのみ印刷してください。

イチオシ
※一押し商品の場合下記に○をしてく

ださい。

冷凍

原材料名、加工地を含む食品表示(一括表示)を下記空欄に添付してください。

　特定原料に準ずる推奨品目

　あり 　なし

賞味期限

（主な原料上
位3点まで）

試飲・試食 販売

フリガナ

加熱料理現地調理

販売価格(税込) ￥

あり あり

常温

ラベル添付

食品表示(一括表示)は保健所申請に
必要ですので必ず添付してください。

(原稿ﾃﾞｰﾀもしくは写真ﾃﾞｰﾀいづれも可)

商品画像添付
（カタログ別添も可）

商品重量

二次加工地 備考原材料名
原料原産地

商品名

あり あり

冷蔵

日提出期限 9月30日（月） 提出日

商品説明

開封前

　特定原料のみ

アレルギー表示
（注１）

開封後

原産地（国） 一次加工地

都道府県名

商品の保管方法 ※商品ストックには限りがございます。ご注意ください。

出展社名

ふりがな

パッケージ

出展品No

1

箱 袋 ビン 缶 その他（

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



出展特産品申請書 様式７-２（非食品）

月

￥

① 全ての商品について記入が必要です。製品毎に複製を作成し記入してください。

② 商品ストックには限りがございます。ご注意ください。
特別な保管方法が必要な場合には予めご相談ください。

※出力の際は必要なページのみ印刷してください。

商品画像添付
（カタログ別添も可）

イチオシ ※一押し商品の場合に○をつけてください。

1

◆注意事項

提出期限 9月30日（月） 提出日

販売価格(税込)

商品説明

出展社名

ふりがな

日

都道府県名

使用上の
注意・警告

フリガナ

商品名
出展品No

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



出展商品PRポイントシート 様式８

月

◆PRポイントについて
① マスメディアや消費者にアピールしたい商品、特徴、材料などについて記入してください。

② 1シートにつき1商品の情報を記入してください。

③ 事務局で選定後、プレスリリースや広告等に掲載し積極的にアピール致します。

PRする商品の名称

アピールポイント具体的な特徴、材料、技術など（100文字以内）

実演販売あり 新製品 東京初出品

出展商品PRポイントシート

都道府県名 出展社名
ふりがな

提出期限 提出日9月30日（月） 日

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。

通し番号 提出日 書類内容

事前①
（郵送）

10/7(月) 期限付酒類小売業免許届出必要書類

事前② 10/7(月) 建物等の配置図（建物の構造を示す図面）

事前③ 10/7(月) 事業の概要(販売設備状況書)

事前④ 10/7(月) 『酒類の販売管理の方法』に関する取り組み計画書（全２頁）                  

事前⑤ 10/7(月) 販売する酒類を説明した書類

事前⑥
（郵送）

10/7(月) 酒類販売管理者選任（解任）届出書

事前⑦
（郵送）

10/7(月) 酒類販売業免許の免許要件誓約書（全３頁）

☆ 10/7(月) 資格証明書交付申請書コピー又は酒類小売業免許コピー

☆ 10/7(月) 酒類販売管理者標識

通し番号 提出日 書類内容

事後⑧
（郵送）

12/6(金) 酒類の販売数量等報告書

事後⑨
（郵送）

12/6(金) 「未成年の飲酒防止に関する表示基準」の実施状況等報告書(全４頁)

提出様式一覧
事前届出必要書類

事後届出必要書類

（㊞のあるもののみ）お手数ですがニッポン全国物産展事務局（㈱工芸社担当）までご送付くだ
さい。

酒類販売の提出書類は原本にて税務署に提出いたします。



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９ 　事前①

CC1-5105

〒 -

局

番

　(氏名又は名称及び代表者氏名)

㊞

（地番）

東京都豊島区東池袋３丁目１番地　池袋サンシャインシティ

（名称）

池袋サンシャインシティ

臨 時 販 売 場 の

開 設 期 間

（住居表示）

及 び 名 称

記

販 売 場 の 所 在 地

酒 類 販 売 管 理 者 の 選

任 （ 予 定 ）

いけぶくろさんしゃいんしてぃ

(電話)　　　　０３　局　　３９８９　番　３３２１

役職、届出者との関係等

（Bホール）東京都豊島区東池袋３丁目１番地４号文化会館４階 （詳細は別紙図面のとおり）

臨 時 販 売 場 の 令和元年　１１　月　２２　日　から

開 設 区 分 令和元年　１１　月　２４　日　まで
即売会場

誓 約 事 項
届出による免許の取扱いを受ける期間内においては、「届出による免許の要件」の趣旨を踏まえ、これを遵守するこ

とを誓約します。

税務署

類 の 品 目

販 売 す る 酒 類 の 範

囲 （ 品 目 等 ）

既 に 有 し て い る 主 た
る 酒 類 販 売 （ 製 造 ）
場 の 明 細

所 在 地

免 許 を 受 け て い る 酒

名 称 所 轄 税 務 署 名

届 出 者 の 要 件

（Aホール）東京都豊島区東池袋３丁目１番地３号ワールドインポートマート４階

　届出者は、酒類製造者又は酒類販売業者であること。

　原則として販売場を開催する日の１０日前までに届出するものであること。

届 出 販 売 場 等
の 要 件

　博覧会場、即売会場その他これらに類する場所（（以下「博覧会場等」という。）届出者又は届出者と密接な関
係にある者が催物等の主催者として管理、運営していない場所（施設、建物等を含む。）に限る。）で臨時に販売
場を設け酒類の小売を行なう場合であり、かつ、次の要件に該当していること。
　ただし、同一者による同一場所での届出は月１回に限る（催物等の入場者の全部又は大多数が有料入場者で
ある場合を除く。）。

① 催物等の入場者の全部若しくは大多数が有料入場者である又は開催期間が７日以内であること。
② 催物等の内容は、酒類の小売を主目的とするものでないこと。
③ 催物等の開催期間又は開催期日があらかじめ定められており、かつ、それが客観的に明瞭であること。
④ 酒類の小売目的が、特売又は在庫処分等でないこと。
⑤ 博覧会場等の管理者との間の契約等により、販売場の設置場所が特定されていること。
⑥ 販売する酒類の範囲は、免許を受けている酒類の品目と同一であること。
⑦ 催物等の開催場所以外の場所へ酒類を配達しないこと。

届 出 日 の 要 件

期 限 付 酒 類 小 売 業 免 許 届 出 書

届

出

者

日10月7日（月） 提出日提出期限原本提出 月

　期限付酒類小売業免許について、次の要件を具備しているので関係書類を添付して下記のとおり届出します。
　なお、届出による免許の取扱いを受ける場合には、下記の誓約事項を遵守します。

整理番号 ※

(電話)

豊島

(住所)

収受印

令 和 年 月 日

税務署長　　殿

　(ふりがな)

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９　事前②

CC1-5104-1(2) 提出期限 提出日

　販売業免許申請書　　次葉2

(注)　申請販売場と一体として機能する倉庫等についても明示してください。
　　　　酒類の陳列場所における表示を明示してください。

酒税法及び酒類業組合法の一部を改正する法律が、平成２９年６月１日施行されました。
改正法施行後、酒類小売業者は、販売場の見やすい場所に販売管理者の氏名及び研修最終受講日など、
財務省令で定める事項を掲示した標識の掲示をしなくてはなりません。
本イベントにおいても本年より下記の酒類販売管理者標識が必要になりましたので、提出書類・記入例をご
確認の上、ご提出お願いいたします。

酒類販売管理者標識について

10月7日（月）

建物等の配置図(建物の構造を示す図面)

日月

国税酒店

千代田区霞が関３－１－１

酒 類 販 売 管 理 者 の 氏 名 国税
コ ク ゼ イ

　太郎
タ ロ ウ

酒 類 販 売 管 理研 修受 講 年 月 日 平成29年4月1日

次 回 研 修 の 受 講 期 限 令和2年3月31日

研 修 実 施 団 体 名 霞が関小売酒販組合

酒 類 販 売 管 理 者 標 識

販 売 場 の 名 称 及 び 所 在 地
販売場の名称を入力してください。

酒類販売管理研修受講年月日を入力してください。

※ 受講年月日は例えば「H29/4/1」又「2017/4/1」

と入力してください。

※ 受講年月日は受講証に記載されています。

「酒類販売管理研修受講年月日」を入力すると

自動で表示されます。

販売場の所在地を入力してください。

酒類販売管理者の氏名を入力してください。

研修実施団体の名称をプルダウンリスト

から選択又は直接入力してください。

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９　事前③

CC1-5104-1(3) 提出期限 提出日

販売業免許申請書　次葉３

(1) 敷　地 （自己所有・借地） ㎡

(2) 建　物 （自己所有・借用）

㎡

㎡

㎡

㎡

　　ホ

　　ヘ

　　イ　 台

　　ロ　

　　ハ

　　ニ　

　　イ 台

　　ロ

　　ハ

　　ニ

　　ホ

　　ヘ

　　ト

　　チ

　　リ

　　ヌ

人

人

（注）賃貸借がある場合には契約書等の写し、建築中の場合は請負契約書等の写し、

　　　農地の場合は農地転用許可にかかる証明書等の写しを添えてください。

(5) 従業員

(4) 什器備品 （ 自己所有・借用）

(3) 車両運搬具 （ 自己所有・借用）

　　　　　　　　（ 令和　　年　　月　　日完成予定）

　　ハ　倉　庫

Aホール　3,969

Bホール　2,343

　　イ　店　舗

　　ロ　事務所

　　ニ　駐車場

10月7日（月）

区　　　　分

事業の概要（販売設備状況書）

数量等

日月

㎡

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９　事前④-１

CC1-5104-1(6)

販売業免許申請書　次葉６

（選任予定の酒類販売管理者の氏名 （酒類小売販売場の所在地及び名称）

及び年齢）

（ 歳）

（酒類販売管理研修の受講予定等） （店舗全体の面積） (営業時間)

㎡

月 日 （酒類売場の面積）

㎡

名

指名の基準

( 歳) ( 歳) ( 歳)

( 歳) ( 歳) ( 歳)

( 歳) ( 歳) ( 歳)

　（注）「指名の基準」欄には、次の《責任者の指名の基準》のいずれかに該当する番号を記載してください。

　　《責任者の指名の基準》

　　　以下（1）～（7）に掲げるいずれかに該当する場合には、当該販売場において酒類の販売業務に従事する者の中から酒

　　類販売管理者に代わる者を責任者として必要な人数を指名し、配置してください。

　　(1)夜間（23時から翌日５時）において、酒類の販売を行う場合（成年者の指名をお願いします。）

　　(2)酒類販売管理者が常態として、その選任された販売場に長時間（２～３時間以上）不在となることがある場合

　　(3)酒類売場の面積が著しく大きい場合（100 平方メートルを超えるごとに、１名以上の責任者を指名）

　　(4)同一建物内において酒類売場を設置している階が複数ある場合（酒類販売管理者のいない各階ごとに、１名以上の責任者を指名）

　　(５)同一の階にある複数の酒類売場が著しく離れている場合（20 メートル以上離れている場合）

　　(６)複数の酒類売場が著しく離れていない場合であっても、同一の階において酒類売場の点在が著しい場合（３箇所以上ある場合）

　　(７)その他酒類販売管理者のみでは酒類の適正な販売管理の確保が困難と認められる場合

（申請する免許の条件）

１：卸売業 ２：小売業（卸小売兼業を含む） ３：期限付小売業（免許期間の開始希望日：令和1年11月22日）

（小売販売場の業態等の区分）

１：一般酒販店（酒屋、酒類専門店等）　　２：コンビニエンスストア　　３：スーパーマーケット　　４：百貨店

５：１～４以外の量販店（ディスカウントストア等）　　６Ⓐ：業務用卸主体店　　６Ⓑ：ホームセンター・ドラッグストア

※「６Ⓒ：その他」については、具体的に記載してください。

　酒類の販売業免許の申請書の記載事項である「酒類の販売管理の方法」については、本様式に記載する方法によるものとします。

□ 適

□ 不適

□ 有

□ 無

□ 適
□ 不適
□ 有
□ 無

３　「その他の取組」の概要 ※上記以外の取組をしている場合にその内容を具体的に記載してください。
（例）「レジに啓発のためのグッズ等を置く」、「レジ袋に未成年者の飲酒防止啓発のための表示をする」等

酒税法及び酒類業組合法の一部を改正により変更となりました

未
成
年
者
の
飲
酒
防
止
関
係

はい　　・　　いいえ

はい　　・　　いいえ

はい　　・　　いいえ

１　未成年と思われる者に対して、身分証明証等により年齢確認を行う。

２　未成年者の飲酒防止に関するポスターを掲示する。

１　酒類の販売業務を開始するときまでに、
　　酒類販売管理研修を過去３年以内に受けた者の中から酒類販売管理者を選任する。

２　公衆の見やすい場所に、酒類販売責任者の氏名や酒類販売管理研修の事績等を記載
　　した標識を掲載する。

(年齢) 指名の基準

提出期限

「酒類の販売管理の方法」に関する取組計画書

受講予定月： 令和元年

実施団体：
　　　　Aホール　3,969
　　　　Bホール　2,343

提出日

10時00分～19時00分 ・ 24 時間

　　　　（Bホール）東京都豊島区東池袋３丁目１番地４号文化会館４階

日月

(定休日　：　　　　　　　　　　　　　　　　)

10月7日（月）

　　　　（Aホール）東京都豊島区東池袋３丁目１番地３号ワールドインポートマート４階

（酒類販売管理者に代わる責任者（予定者）の人数及び氏名等） 総数　：

氏名氏名氏名 指名の基準(年齢) (年齢)

はい　　・　　いいえ

項　　　　　　　　　　　　　　　目

酒
類
販
売
管
理
者
関
係

６Ⓒ：その他（　　　催　　事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

区分
※ 税務署整理欄
（実態確認状況）

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９　事前④-２

「酒類の販売管理の方法」に関する取組計画書

□適（□分離・□区分）
□不適

□適
□不適

□適
□不適

（注）

□適
□不適

□適
□不適

□適
□不適

□有
□無

※　以下は、酒類の自動販売機を設置する予定がない場合には記載する必要はありません。

《酒類の自動販売機に対する表示基準の実施予定》

※ 税務署整理欄

（実態確認状況）

平 年 月 平 年 月 平 年 月 平 年 月

□　適
□　不適

□　適
□　不適

□　適
□　不適

□　適
□　不適

□　適
□　不適

□　適
□　不適

□　適
□　不適

セ レ ク ト ボ タ ン 部 分 へ の
酒類である旨の表示の有無

販 売 停 止 等 の た め の
タ イ マ ー の 設 置 の 有 無

販 売 停 止 時 間

連 絡 先 の 所 在 地
及 び 電 話 番 号

改良型・改良型以外

店内　・　店外

す
る
表
示
基
準
の
実
施
予
定

未
成
年
者
の
飲
酒
防
止
に
関

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

3　酒類の自動販売機を設置しない。

酒 類 販 売 管 理 者
の 氏 名

免 許 者 の 氏 名
又 は 名 称

未成年者の飲酒は
禁 止 さ れ て い る 旨

自 動 販 売 機 の 設 置 位 置

有　・　無 有　・　無

はい　・　いいえ
(1) 酒類の通信販売（インターネットを含む）における広告、カタログ、申込書、納品書
等に、表示基準に則って「未成年者に対しては酒類を販売しない」旨の表示を行う。

有　・　無

有　・　無

順　　　　　　　　号

未
成
年
者
の
飲
酒
防
止
に
関
す
る
表
示
基
準
の
実
施
予
定

自動販売機の設置予定年月

自 動 販 売 機 の 種 類

(4)酒類の陳列場所に、表示基準に則って「20 歳以上の年齢であることを確認できない
場合には酒類を販売しない」旨の表示を行う。

2　酒類の通信販売（インターネットを含む）を行う。

改良型・改良型以外

店内　・　店外

有　・　無

有　・　無

改良型・改良型以外

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

改良型・改良型以外

店内　・　店外

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

はい　・　いいえ

はい　・　いいえ

はい　・　いいえ

はい　・　いいえ

はい　・　いいえ

店内　・　店外

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

１　この表示基準でいう「通信販売」とは、「通信販売酒類小売業免許」を付与され
て行うものに限らず、一般酒類小売業者が免許条件の範囲内で行う通信販売を
含み、商品の内容・価格などをカタログ、新聞折込チラシなどで提示し、郵便、電
話、ファックスなどの方法で注文を受けて行う販売をいいます。
２　「いいえ」に「○」を付した方は、次の(1)及び(2)の記載は不要です。

酒類の購入申込書等に年齢記載欄を設ける。

（2）酒類の配達を行う旨のチラシに「未成年者に対しては酒類を販売しない」旨の表示
を行う。

はい　・　いいえ

はい　・　いいえ

はい　・　いいえ

1　酒類の陳列場所を設けて販売する

(1)消費者が酒類に触れられない状態に置き、手渡しで販売する。

(2)酒類と他の商品との売場を壁や間仕切り等で分離する。

(3)酒類の陳列場所に、表示基準に則って「酒類の売場である」又は「酒類の陳列場所
である」旨の表示を行う。

はい　・　いいえ

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９　事前⑤

月 日

販売する酒類を説明した書類

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

原 料 用 ア ル コ ー ル

0.00合計（①～⑯の計）

粉末酒（グラム）

ス ピ リ ッ ツ

リ キ ュ ー ル

そ の 他 の 醸 造 酒

ウ イ ス キ ー

ブ ラ ン デ ー

甘 味 果 実 酒

卸　売　数　量
小　売　数　量　ℓ

３月末在庫数量　ℓ

販　売　数　量

区　分

清 酒

合 成 清 酒

卸　売　業　者　ℓ 小　売　業　者　ℓ

連続式蒸留しょうちゅう

単 式 蒸 留 し ょ う ち ゅ う

発 泡 酒

ビ ー ル

み り ん

果 実 酒

摘　　要
(酒類販売場の業態区分)

□①一般酒販店（酒屋、酒類専門店等）、□②コンビニエンスストア、□③スーパーマーケット、
□④百貨店、□⑤①から④以外の量販店（ディスカウントストア等）、
□⑥その他（□Ⓐ業務用卸主体店、□Ⓑホームセンター・ドラックストア、☑Ⓒその他）

雑 酒

0.00 0.00 0.00

提出期限 10月7日（月）
都道府県名 出展社名

提出日

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９　事前⑥

別紙様式第11の5 月 日

酒類販売管理者選任（解任）届出書

年 月 日

財務大臣　殿

届出者

㊞

1

2

○ 選任した酒類販売管理者 ○ 解任した酒類販売管理者

年 月 日 年 月 日

3

○ 選任した酒類販売管理者 ○ 解任した酒類販売管理者

4 酒類販売管理者の選任（解任）年月日

年 月 日

5

年 月 日

6

年 月 年 月 日

7

8

1

2

3

4

5

提出日

（ 名 称 ）

住所

氏名（名称）

10月7日（月）提出期限

酒類販売管理者選任（解任）届出書

令和

ニッポン全国物産展

原本提出

販売場の名称及び所在地

従事させる業務内容

（生年月日）

（受講（予定）年月日）

解任

（生年月日）

令和

選任届出書は、８に掲げる事項の記載は要しません。

解任届出書は、５から７に掲げる事項の記載を要しません。

選任する酒類販売管理者が、選任前３年以内に酒類販売管理研修を受講している場合（受講日から３年を経過する日が、選任日か
ら３か月を経過する日までに到来する場合を除く。）には、受講した酒類販売管理研修の受講証の写しを添付してください。

（受講（予定）団体名）

令和

酒類販売管理者の選任及び解任を同日付で行った場合にあっては、選任及び解任した酒類販売管理者に関し、２及び３に掲げる事
項について併記し届け出ることができます。

（備考） 「雇用期間」欄には、雇用期間の定めがない場合は、雇用した年月日を記載してください。

解任の理由

雇用期間

酒類販売管理研修の受講（予定）年月日及び受講（予定）団体名

（ 住 所 ）

酒類販売管理者の役職名等

選任

（ 住 所 ）

日から

（ 氏 名 ）

（ 所 在 地 ）

酒類販売管理者の氏名、住所及び生年月日

（ 氏 名 ）

記

1

　酒税の保全及び酒類業組合等に関する法律第86 条の9 第4 項の規定により、下記のとおり酒類販売管理者の選任
（解任）について届け出ます。

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９　事前⑦-１

CC1-5104-8

税務署長 殿

申請（申出・申告）者が個人の場合

年 月 日

印

年 月 日

印

申請（申出）者が法人の場合

年 月 日

印

年 月 日

印

(申請（申出・申告）者との関係)

支配人

監査役

( 法 定 代 理 人 氏 名 )

提出期限原本郵送

代表取締役

（申請（申出）者の所在地）

（ 名 称 及 び 代 表 者 氏 名 ）

　当社及び役員等の免許要件について、別紙１及び２とおり誓約します。
　なお、この誓約内容に偽りがあった場合、酒税法の規定により、その事実が①審査段階で判明したときは拒
否処分､②免許取得後に判明したときは免許の取消処分を受けることがあることを承知しています。

令和

（法定代理人氏名）

( 法 定 代 理 人 住 所 )

( 代 表 者 氏 名 )

　下記役員等は、誓約内容を確認しているので、各役員等それぞれの誓約に代え、代表して誓約します。

（役職及び氏名）

令和

( 名 称 ）

取締役

取締役

令和

（申請（申出・申告）者の住所）

（ 氏 名 ）

　下記法定代理人は、誓約内容を確認しているので、各法定代理人それぞれの誓約に代え、代表して誓約しま
す。

申請（申出・申告）
販売場の所在地及び名称

　　　（Aホール）東京都豊島区東池袋３丁目１番地３号ワールドインポートマート４階

　　　（Bホール）東京都豊島区東池袋３丁目１番地４号文化会館４階

酒 税

　私（及び法定代理人）の免許要件について、別紙１及び２のとおり誓約します。
　なお、この誓約内容に偽りがあった場合、酒税法の規定により、その事実が①審査段階で判明したときは拒
否処分、②免許取得後に判明したときは免許の取消処分を受けることがあることを承知しています。

令和

豊島 酒類販売業免許の免許要件誓約書

提出日 日月10月7日（月）

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９　事前⑦-２

－

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

－

⑩

⑪

はい・いいえ

［上記で「いいえ」に○を付した場合］
申請（申出・申告）時において、その執行を終わった日又は執行を受けることがなくなった日から３年
を経過している。

はい・いいえ
(個人のみ)

はい・いいえ はい・いいえ

８号関係 禁錮以上の刑に処せられたことがない。 はい・いいえ
(個人のみ)

はい・いいえ

はい・いいえ

［上記で「いいえ」に○を付した場合］
申請（申出・申告）時において、その執行を終わった日又は執行を受けることがなくなった日から３年
を経過している。

はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ

７の２号
関係

未成年者飲酒禁止法若しくは暴力団員による不当な行為の防止等に関する
法律等の規定により、又は刑法等に定める一定の罪を犯したことにより、罰
金の刑に処せられたことがない。

はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ

［上記で「いいえ」に○を付した場合］
申請（申出・申告）時において、それぞれ、その刑の執行を終わり、若しくは執行を受けることがなく
なった日又はその通告の旨を履行した日から３年を経過している。

はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ

７号関係 国税等に関する法律の規定により罰金の刑に処せられ又は通告処分を受け
たことがない。

はい・いいえ はい・いいえ

６号関係： 申請（申出・申告）者が免許の申請前２年内において国税又は地方税の滞
納処分を受けていない。

はい・いいえ

５号関係： 支配人が1、2、7、7の2、8号に該当する者でない。 はい・いいえ

４号関係： 申請（申出）者又は法定代理人が法人の場合にその役員が1、2、7、7の2、8
号に該当しない。

はい・いいえ
(法人のみ)

はい・いいえ
(法人のみ)

３号関係： 申請（申出・申告）者が未成年者又は成年被後見人、被保佐人若しくは被補
助人のときに、その法定代理人が1､2､7､7の2､8号に該当しない。

はい・いいえ
(個人のみ)

２号関係： 申請（申出・申告）者が1号に該当する法人の業務執行役員をしていた者で
その取消の日から3年を経過するまでの間の申請（申出・申告）でない。
○ 酒類の製造者又は販売業者である法人が、酒税法（12条1､2､5号、13条、14条1､2号）の規定に
より免許を取り消された法人
○ アルコール事業法の許可を受けた法人で、同法の規定により許可を取り消された法人

はい・いいえ
(個人のみ)

はい・いいえ はい・いいえ

（別紙１）

はい・いいえはい・いいえはい・いいえ１号関係： 申請（申出・申告）者が酒税法(12条1､2､5号、13条、14条1､2号)の規定により
免許を取り消されたことがない又はアルコール事業法の規定により許可を取
り消されたことがない。

１ 酒税法10条１号から８号関係（人的要件）

順
号

誓 約 項 目
申請者等の誓約内容

申請
（申出）者

役員等 法定代理人

２ 酒税法10条９号関係（場所的要件）
　　申請販売場が取締上不適当と認められる場所でない。

【理由等】

【理由等】

(2) 申請販売場の申請者の営業が販売場の区画割り、専属の販売従事者の有無、
代金決済の独立性その他販売行為において他の営業主体の営業と明確に区分
されている。

はい・いいえ

はい・いいえ(1) 申請販売場が酒類の製造場、酒類の販売場、酒場、料理店等と同一場所でな
い。

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９　事前⑦-３

－

⑫

－

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

－

㉓

㉔

㉕

㉖

５ 酒税法14条１号関係
　　偽りその他不正の行為により、酒類の販売業免許を受けていない。

(1) 設立の趣旨からみて、販売先が原則としてその構成員に特定されている法人又
は団体でない。

【理由等】

【理由等】

(4) 申請（申出）者は、酒類の販売業を継続して行うために必要な所要資金を賄うに
足りる所有資金等を有している。

ト 酒類の適正な販売管理体制を構築することができる。

ヘ 建築基準法等の法令又は条例に違反しており、建物の除却若しくは移転を
命じられていない。

６ 酒税法14条３号関係
　　２年以上引き続き、酒類の販売業を休業していない。

(5) 酒類の販売業を継続して行うために必要な販売施設及び設備を有している者又
は必要な資金を有し免許年度の終了日までに販売施設及び設備を有することが
確実と認められる者である。

はい・いいえ

はい・いいえ

４ 酒税法10条11号関係（需給調整要件）
　　酒税の保全上酒類の需給の均衡を維持する必要があるため、酒類の販売
　　業免許を与えることが適当でないと認められる場合に当たらない。

はい・いいえ

(3) 申請（申出）者は、経験その他から判断し、適正に酒類の小売業を経営するのに
十分な知識及び能力を有すると認められる者又はこれらの者が主体となって組
織する法人である。

はい・いいえ

はい・いいえ
(法人のみ)

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ

最終事業年度以前３事業年度のすべての事業年度において資本等の額の
20％を超える欠損となっていない。

ハ 最終事業年度における確定した決算に基づく貸借対照表の繰越損失が資本
等の額を上回っていない。

はい・いいえ
(法人のみ)

はい・いいえ

ホ 酒税に関係のある法令に違反し、通告処分を受けていない又は告発されて
いない。

(2) 事業経営のための経済的信用の薄弱、経営能力の貧困等経営の基礎が薄弱で
あると認められない。

ロ 申請（申出）前１年以内に銀行取引停止処分を受けていない。 はい・いいえ

(2) 酒場、旅館、料理店等酒類を取り扱う接客業者でない。 はい・いいえ

ニ

イ 現に国税若しくは地方税を滞納していない。 はい・いいえ はい・いいえ

（別紙２）

はい・いいえ

順
号

誓 約 項 目

３ 酒税法10条10号関係（経営基礎要件）
(注) 酒税法10条10号関係の要件を充足するかどうかについては、次の事項から判断します。

申請者等の誓約内容

申請
（申出）者

役員等 法定代理人

(1) 申請（申出）者が、破産者で復権を得ていない場合に該当しない。

はい・いいえ

はい・いいえ

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９　事後⑧

令和 年 月 日 〒

局

番

局

番

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

年 月 日

発 泡 酒

そ の 他 の 醸 造 酒

（電話）

報
告
者

税務署長　殿

ニッポン全国物産展

清 酒

3321

小　売　業　者　ℓ

３月末在庫数量　ℓ
小　売　数　量　ℓ

卸　売　数　量

販　売　数　量

ビ ー ル

原 料 用 ア ル コ ー ル

摘　　要
(酒類販売場の業態区分)

記

酒税法第47条第4項の規定により下記のとおり報告します。

リ キ ュ ー ル

雑 酒

合計（①～⑯の計）

粉末酒（グラム）

果 実 酒

甘 味 果 実 酒

ブ ラ ン デ ー

ウ イ ス キ ー

合 成 清 酒

連続式蒸留しょうちゅう

単式蒸留しょうち ゅ う

み り ん

ス ピ リ ッ ツ

（Aホール）東京都豊島区東池袋３丁目１番地３号ワールドインポートマート４階 （電話） 03

3989販売場の所在地及び名称

卸　売　業　者　ℓ

区　　分

（Bホール）東京都豊島区東池袋３丁目１番地４号文化会館４階

確認
印

通信
日付印

□①一般酒販店（酒屋、酒類専門店等）、□②コンビニエンスストア、□③スーパーマーケット、
□④百貨店、□⑤①から④以外の量販店（ディスカウントストア等）、
□⑥その他（□Ⓐ業務用卸主体店、□Ⓑホームセンター・ドラックストア、☑Ⓒその他）

日月提出期限 提出日12月6日（金）
GJ5071

（氏名又は名称及び代表者氏名）

（住所）

（平成　　年４月１日～令和　　年３月３１日分）
税務署
整理欄

酒類の販売数量等報告書

㊞

原本提出

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９　事後⑨-１

月 日

CC1-3007

「未成年者の飲酒防止に関する表示基準」の実施状況等報告書

令和 年 月 日 （住所）

局

税務署長　　　殿 番

（酒類販売管理者の氏名及び年齢） （氏名又は名称及び代表者氏名）

（ 歳） ㊞

（酒類販売管理研修の受講状況）

1：受講済　　　　直近の研修受講年月日

年 月 日

2：未受講

(酒類販売管理者に代わる責任者の人数) 104（店舗全体の面積） 105（酒類売場の面積） 106（営業時間）

101 総数： 名

(注)責任者を指名している場合は、４面の

《酒類販売管理者に代わる責任者の氏名 （定休： ）

・基準》にも記載してください。 ㎡ ㎡

102 （免許条件）

１：製造 ２：小売業（卸小売兼業を含む） ３：期限付小売業（免許期間：令和元年１１月２２日～元年１１月２４日）

103 （酒類小売販売場の業態等の区分）

107

年 年

(注)

(注)

（Bホール）東京都豊島区東池袋３丁目１番地４号文化会館４階

１：一般酒販店（酒屋、酒類専門店等）　　２：コンビニエンスストア　　３：スーパーマーケット　　４：百貨店
５：１～４以外の量販店(ディスカウントストア等)　　６Ⓐ：業務用卸主体店、　６Ⓑ：ホームセンター・ドラッグストア
６Ⓒ：その他（　催　事　）

10時00分 ～19時00分  ・  24時間

※税務署整理欄

報
告
書

109

はい　・　いいえ

はい　・　いいえ

はい　・　いいえ

はい　・　いいえ

原本提出

（電話）

（Aホール）東京都豊島区東池袋３丁目１番地３号ワールドインポートマート４階

（酒類小売販売場の所在地及び名称）　ニッポン物産展

平・令

12月6日（金）提出期限 提出日

収受印 局署番号 整理番号

はい　・　いいえ酒類の購入申込書等に年齢記載欄を設けている。 113

□　適
□　不適

□　適
□　不適

110

111

□　適
□　不適

はい　・　いいえ

（実態確認状況）
項　　　　　目

１　酒類の陳列場所を設けて販売している。
　　「いいえ」に「○」を付した方は、次の(1)及び(2)の記載は不要です。

区　　分
※税務署整理欄

□　適
□　不適

表
示
基
準
の
実
施
状
況
等

はい　・　いいえ

１　この表示基準でいう「通信販売」とは、「通信販売酒類小売業免許」を付与されて
行うものに限らず、一般酒類小売業者が免許条件の範囲内で行う通信販売を含
み、商品の内容・価格などをカタログ、新聞折込チラシなどで提示し、郵便、電話、
ファックスなどの方法で注文を受けて行う販売をいいます。
２　「いいえ」に「○」を付した方は、次の項目の記載は不要です。

　酒類の通信販売（インターネットを含む）における広告、カタログ、申込書、納品書等
に、表示基準に則って「未成年者に対しては酒類を販売しない」旨の表示を行っている。

(2) 酒類の陳列場所が壁等により他の商品の陳列場所と明確に分離されていない場合
は、明確に区分するための表示（「陳列されている商品が酒類である」旨及び「20 歳以
上の年齢であることを確認できない場合には酒類を販売しない」旨の表示を行っている。

２　酒類の通信販売（インターネットを含む）を行っている。

108
□　適
□　不適

３ 酒類の自動販売機を設置している。

酒類の自動販売機を設置している場合は、３面の《酒類の自動販売機に対する
表示基準の実施状況等》にも記載してください。

(1)酒類の陳列場所に、表示基準に則って「酒類の売場である」又は「酒類の陳列場所で
ある」旨及び「20 歳以上の年齢であることを確認できない場合には酒類を販売しない」旨
の表示を行っている。

□　適
□　不適

□　適
□　不適

112

114

　平成３１年４月１日現在（期限付酒類小売業免許を受けた者は上記の免許期間）における未成年者の飲酒防止に関する表示基準（以下「表示基
準」という。）の実施状況、酒類販売管理者が行う助言等及び経営に関する情報について、酒税の保全及び酒類業組合等に関する法律第91 条及
び同法施行規則第11 条の16 の規定により報告します。また、酒類の適正な販売管理の確保のための取組状況及び自動販売機の設置状況等に
ついて併せて報告します。

Bホール　2,343

Aホール　3,969

　平成３１年４月１日現在、酒類の販売（売場のみではなく、通信販売等すべての酒類販売）を行っていない場合は、酒類の販売を行っていない
理由に○印を付し、１及び２については、年月を記入してください。酒類の販売を行っていない場合は、101、105 及び108 以降の項目について
は記載不要です。

月まで販売していたが現在販売していない ３：その他１：平・令 月以降販売予定 ２：平・令

１
面

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９　事後⑨-２

「未成年の飲酒防止に関する表示基準」の実施状況等報告書
1

2

《酒類の適正な販売管理の確保のための取組状況》

１

2

1

2

1

2

3

4

適

正

飲

酒

関

係

1

2

《経営に関する情報》※期限付小売業の場合は記載不要です。

損
益
項
目

千円

内酒類小売による売上高
（202）

売上総利益（203）

営業利益（205）

税引前純利益（206）

酒類に係る受取リベート（207）

「売上総利益（203）」の内、酒類を販売した金額にかかる売上
総利益千円

個人（青色申告）：青色申告決算書の㉝差引金額
個人（白色申告）：収支内訳書の⑲専従者控除前の所得金額
法人：損益計算書の営業利益

千円

個人：所得税の確定申告書B（第一表）の⑨所得金額合計
法人：損益計算書の税引前純利益千円

「総売上高（201）」の内、酒類を販売した金額

個人（青色申告）：青色申告決算書の⑦差引金額
個人（白色申告）：収支内訳書の⑩差引金額
法人：損益計算書の売上総利益

千円

千円

□　有
□　無

適正飲酒を啓発するための店内放送、店頭・売場等への表示、ポスターの掲示等を
行っている。

125
□　有
□　無

千円総売上高（201）

販
売
管
理
者

販売場の見やすい場所に酒類販売管理者の氏名を掲示している。

酒

類

容

器

リ

サ

イ

ク

ル

関

係

123

□　有
□　無

□　有
□　無

□　有
□　無

販売場の見やすい場所に酒類販売管理研修の受講事績を掲示している。

はい・いいえ

はい・いいえ

126

消費者が販売場に容器を持参した場合の回収マニュアルを定めており、これに基
づき酒類容器のリサイクルに積極的に取り組んでいる。

酒類の陳列場所、店頭、レジ等に「リターナブルびんの回収を行っている」旨の表
示を行っている。

はい・いいえ

はい・いいえ

※税務署整理欄
（実態確認状況）

□　有
□　無

121

119
□　有
□　無

117

118

□　適
□　不適

□　有
□　無

内酒類小売による
売上総利益（204）

はい・いいえ

124

はい・いいえ
未成年者の飲酒防止を啓発するための店内放送、店頭・売場等への表示、ポス
ターの掲示等を行っている。

自動車等で来店したと思われる者に対して「飲酒運転をしないように」といった一
声運動を行っている。 120

個人（青色申告）：青色申告決算書の①売上金額
個人（白色申告）：収支内訳書の④収入金額の計
法人：損益計算書の売上高

□　有
□　無

122

127

□　有
□　無

はい・いいえ

はい・いいえ

リターナブルびんを使った酒類を販売している。

リターナブルびんの回収を行っている。

飲

酒

運

転

防

止

関

係

はい・いいえ

はい・いいえ

酒類の陳列場所、店頭、レジ等に「飲酒運転は禁止されている」旨の表示又は飲
酒運転の防止に関するポスターの掲示を行っている等、飲酒運転防止のための
取組を行っている。

助
言
等
の
状
況

項　　　　　　　　　　　　　　目 区　　分

未

成

年

者

の

飲

酒

防

止

関

係

はい・いいえ

酒類販売管理者は、酒類小売業者に対し、酒類の販売業務を行うに当たって遵
守すべき法令（表示基準の遵守、未成年者飲酒防止等）に基づいた適正な販売
管理の確保を図るための措置及び酒類の販売業務に従事する従業員等に対す
る指導が徹底されるための体制の整備に関する事項を助言している。

はい　・　いいえ

未成年と思われる者に対して、年齢確認を行っている。

115
□　適
□　不適

酒類販売管理者は、酒類の販売業務に従事する従業員等に対し、酒類の販売業
務を行うに当たって遵守すべき法令（表示基準の遵守、未成年者飲酒防止等）に
関する事項について指導を行っている。

はい　・　いいえ
□　適
□　不適

116

※２以上の酒類小売販売場を有する場合には、本店所在地（所得税又は法人税の納税地）の酒類小売販売場の報告書にのみ記入

してください。本店所在地と酒類小売販売場の所在地が異なる場合には、主な酒類小売販売場の報告書（報告者が提出するいずれ

かの報告書）に記入してください。
酒類の卸売業と小売業を兼業している方については、酒類の販売数量に占める小売数量の割合が50％に満たない場合は記載不

要です。
個人事業者の方は平成 年分、法人の方は平成 年1 月1 日～平成 年12 月31 日の間に終了した事業年度について、以下

の損益項目を千円単位（千円未満四捨五入、マイナスの場合は数字の前に△を付けてください）で記載してください。

２
面

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９　事後⑨-３

「未成年の飲酒防止に関する表示基準」の実施状況等報告書

《酒類の自動販売機に対する表示基準の実施状況等》

昭 昭 昭 昭
平 平 平 平
令 令 令 令

3

4

5

6

7

8

9

10

年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

15

16

※　税務署整理欄

12

13

※税務署整理欄

□ 適
□ 不適

□ 適
□ 不適

□ 適
□ 不適

□ 適
□ 不適

□ 適
□ 不適

2

有　　・　　無

有　　・　　無

有　　・　　無

有　　・　　無

表示予定年月日 表示予定年月日

イ・ロ・ハ・ニ

□ 適
□ 不適

□ 適
□ 不適

14

有　　・　　無

有　　・　　無

有　　・　　無

有　　・　　無 有　　・　　無

有　　・　　無

有　　・　　無

セ レ ク ト ボ タ ン 部 分 へ の
酒類である旨の表示の有無

有　　・　　無

遵
守
し
な
い
理
由

表
示
基
準
を

表示基準を遵守
しない場合その
理由を次から１
つ選択し記号を
○で囲んでくだ
さい。

イ・ロ・ハ・ニ

(2)

(イ 基準を知らなかった　 ロ 基準を理解していなかった　 ハ 表示し忘れていた　 ニ 消えていたことに気付かなかった)

販 売 停 止 等 の た め の
タ イ マ ー の 設 置 の 有 無

(1)

表示基準を遵守
した表示を行う
予定日を記載し
てください。

イ・ロ・ハ・ニ

表示予定年月日 表示予定年月日

有　　・　　無

有　　・　　無 有　　・　　無

(1)

自動販売機の設置年月

イ・ロ・ハ・ニ

有　　・　　無

撤廃等予定年月日

イ・ロ・ハ・ニ イ・ロ・ハ・ニ イ・ロ・ハ・ニ イ・ロ・ハ・ニ

販 売 停 止 時 間

撤廃の予定等を
次から１つ選択
し記号を○で囲
んでください。

(1)で｢ｲ｣又は｢
ﾛ｣を選択した場
合には撤廃予
定日又は改良
型への切替予
定日を記載して
ください。

撤廃等予定年月日

（イ 早急に撤廃予定　　ロ 早急に改良型に切替予定　　ハ 稼動させていない　　ニ 撤廃する予定はない）

月年 月年 月

11

撤廃等予定年月日 撤廃等予定年月日

ａ 経済的な理由（売上高の減少、撤廃・改良型切替の費用負担困難）
ｂ 周辺地域の酒販店が撤去していない
ｃ その他
　　具体的に：

(3)

(2)

(1)で｢ﾆ｣を選択
した場合には撤
廃しない具体的
な理由を右欄か
ら選択し記号を
○で囲んでくだ
さい。

（実態確認状況）

改良型 ・ 改良型以外 改良型 ・ 改良型以外 改良型 ・ 改良型以外 改良型 ・ 改良型以外

年

301 401

有　　・　　無

酒 類 販 売 管 理 者
の 氏 名

免 許 者 の 氏 名
又 は 名 称

有　　・　　無

501 601順　　　号

年 月

有　　・　　無

有　　・　　無

有　　・　　無

有　　・　　無

店内　・　店外 店内　・　店外

有　　・　　無

有　　・　　無

有　　・　　無

自 動 販 売 機 の 種 類

自動販売機の設置位置 店内　・　店外 店内　・　店外

有　　・　　無

表
示
基
準
の
実
施
状
況
等

酒
類
自
動
販
売
機
に
係
る

未成年者の飲酒は
禁 止 さ れ て い る 旨

連 絡 先 の 所 在 地
及 び 電 話 番 号

有　　・　　無

有　　・　　無

販
売
機
の
撤
廃
予
定
の
状
況
等

店
外
の
改
良
型
以
外
の
酒
類
自
動

３
面

※ 酒類の自動販売機を設置している場合は、次の項目にも記載してください。設置していない場合には記載する必要はありません。

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________



酒類を販売する場合のみご提出ください。 様式９　事後⑨-４

「未成年の飲酒防止に関する表示基準」の実施状況等報告書

《酒類販売管理者に代わる責任者の氏名・指名の基準》

( 歳) ( 歳) ( 歳)

( 歳) ( 歳) ( 歳)

( 歳) ( 歳) ( 歳)

（注）「指名の基準」欄には、次の《責任者の指名の基準》のいずれかに該当する番号を記載してください。

《責任者の指名の基準》

１

２

３

４

５

６

７

８ 「表示基準を遵守しない理由」欄の(1)は、「未成年者の飲酒防止に関する表示基準」を遵守していない場合に、その理由をイから
ニのうちの一つを選択し、記載欄の該当箇所を○で囲んでください。
また、今後、表示をする予定日を(2)の記載欄に記載してください。

３面関係

１面関係

【記　載　要　領】

「自動販売機の設置位置」欄は、設置している酒類の自動販売機が、店舗の屋内に設置され店内に入らなければ購入することが
できない状態となっている場合には「店内」を、それ以外の場合には「店外」を○で囲んでください（例：店舗の敷地内であっても屋
外に設置されている場合には「店外」となります。）。

「店外の改良型以外の酒類自動販売機の撤廃予定の状況等」欄の(1)は、店外に改良型以外の酒類の自動販売機を設置してい
る場合に、その撤廃予定の状況等をイからニのうちの一つを選択し、記載欄の該当箇所を○で囲んでください。

【参考】 全国小売酒販組合中央会は、平成７年５月に、平成12 年５月を期限とする現行の酒類自動販売機の撤廃決議を行い、国税
庁としても、平成７年７月に「酒類自動販売機に係る取扱指針」を制定し、酒類販売業者に対して、新たに酒類自動販売機を
設置する場合においては、改良型自動販売機以外は設置しない、また改良型自動販売機以外の酒類自動販売機について
は、撤廃又は改良型自動販売機への切換えを行うよう必要な助言を行ってきています。

「※ 税務署整理欄」には、何も記載しないでください。

「酒類販売管理研修の受講状況」欄は、酒類販売管理者の研修受講状況を記載してください。また、「直近の研修受講年月日」
欄には、直近に受講した「酒類販売管理研修」又は３年ごとの「定期研修」の受講日を記載してください。

「自動販売機の種類」欄は、設置している自動販売機が改良型自動販売機である場合には「改良型」を、改良型以外の自動販売
機である場合は「改良型以外」を○で囲んでください。

改良型自動販売機とは、対面交付した磁気カードや運転免許証を読み取ることによって稼働可能となる等、未成年者による
酒類の購入を防止することが可能と認められる自動販売機をいいます（現行の酒類自動販売機にカードや運転免許証の読
み取り装置等を装着することにより、同様の機能を有することとなるものを含みます。）。

【注】

酒類小売業者の方は、酒類小売販売場ごとにこの報告書を作成し、4 月30 日まで（期限付小売業者の方は、販売期間終了後
から１週間以内）に販売場を所轄する税務署に提出してください。

該当する「番号」、「はい」・「いいえ」、「有」・「無」等に○印を付してください。

7

6

酒類売場の面積が著しく大きい場合（100 平方メートルを超えるごとに、１名以上の責任者を指名）

5

4

その他酒類販売管理者のみでは酒類の適正な販売管理の確保が困難と認められる場合

酒類販売管理者が常態として、その選任された販売場に長時間（２～３時間以上）不在となることがある場
合

同一建物内において酒類売場を設置している階が複数ある場合（酒類販売管理者のいない各階ごとに、１
名以上の責任者を指名）

複数の酒類売場が著しく離れていない場合であっても、同一の階において酒類売場の点在が著しい場合（３
箇所以上ある場合）

同一の階にある複数の酒類売場が著しく離れている場合（20 メートル以上離れている場合）

1

番号 基　　　　　　　　　準

夜間（23 時から翌日５時）において、酒類の販売を行う場合（成年者の指名をお願いします。）

氏　　名　（年齢）

※ 税務署整理欄

氏　　名　（年齢） 氏　　名　（年齢）指名の基準 指名の基準 指名の基準

2

3

４
面

県連担当者:__________________
Tel:__________________
Fax:__________________

e-mail:__________________


